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「ここに学び  ここで遊ぶ  ここがふるさと  上山の子」
めざす子ども像「やってみよう  つなげよう「すき」をふやそう　自分・友だち・上山小」～低学年：楽しむ  中学年：広げる  高学年：高める～
○自ら課題を発見し、自分の考えをもって学び合い、課題解決を図ることで楽しく学べるようにします。（知）
○自分のよさを知り自信をもつとともに、互いの考え方や生き方を認め合い、支え合うことができるようにします。（徳）
○自他の生命を尊重し、心と体の健康を大切にして、安全に生活する力を高めることができるようにします。（体）
○自然の営みや優れた文化・様々な生き方に触れ、感性が豊かになるようにします。（公）
○地域やより広い世界とかかわり合いながら、共に生きることのすばらしさを実感できるようにします。（開）

学校
概要

創立 49 周年 学校長 窪田　剛久 副校長

年度版 中期学校経営方針
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児童生徒数： 358 人 主な関係校： 中山中学校・中山小学校・森の台小学校

堂野　久美子　 2 学期制 一般学級： 13 個別支援学級：

教育課程全体で
育成を目指す資質・能力

中山中 小中一貫教育推進ブロックにおける
育成を目指す資質・能力を踏まえた

「９年間で育てる子ども像」と具体的取組ブロック

課題発見力・課題解決力
自分づくりに関する力

中山中学校
中山小学校
森の台小学校

豊かなかかわりを通して、主体的に課題解決をする子ども

・教育活動の中に人との豊かな関わりや体験活動を積極的に取り入れる。
・あいさつ運動や花いっぱい活動、ボランティア清掃など地域行事への参加を位置づ
け、地域と関わる子どもを育てていく。
・小中合同授業研究会では、「主体的に課題を解決する力の育成」「ICT活用」をテー
マに協議会を行う。
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○めざす子ども像『やってみよう  つなげよう　「すき」をふやそう　自分・友だち・上山小』の具現化を図るために
・協働的な学びを通して子ども一人一人の考えを尊重し、子どもが主体的に課題を発見し、解決していく力を引き出せるよう、全教科で育みます。
・人権教育・児童指導の充実を図り、子どもが互いを尊重し、誰とでも共生しようとする力を育成します。
・日々の観察とデータを活用しながら、子ども一人ひとりの心の変化を捉え、寄り添いながら自他の心身を大切にする気持ちを育みます。
・「ひと・もの・こと」意識した豊かな体験通して子どものまちへの思いを引き出し、地域や社会に貢献できる子どもを育てます。
・自己を見つめ、よりよい生き方を求める子どもの育成のため、役割を通して自己有用感を高め、自分の言葉で語ることができる姿を目指します。

重点取組分野 具体的取組

知 授業改善
①学力・学習状況調査のデータ結果等を活用し、育成を目指す資質・能力のための課題を明確にする。そのデータをもとに校内重点研のテーマと
し、授業研究を実施する。②主体的で対話的で深い学びの実現を図るために、ＩＣＴ端末を効果的に活用したり、児童が選択できる学びの場や環境
を整備したりし、主体的に学習に取り組む授業を目指す。③個別最適な学びの充実を図るために、ICT端末を活用したり、児童が選択できる環境を
準備したりし、児童に学びの主体を委ねたファシリテーション型学習を進め授業改善を図る。担当 確かな学力部

いじめへの対応
①様々な見方、考え方、違いを認め合え安心できる教室の雰囲気作りに努める。②いじめ防止研修を行い、全職員のいじめに対する感度を高くす
るとともに、月1回の学級風土チェックやよこはまスタディナビ、アンケート、教育相談などを活用し、より細かな変化を見逃さない体制を作りる。③い
じめ防止対策委員会を月1回実施し、いじめの認知、再発防止の検討行う。いじめについては、児童支援専任やSC、SSWとよく連携し、児童の心情
に寄り添い積極的に認知する。担当 いじめ防止対策委員会

徳 人権教育
①児童の思いや願いを生かした児童会活動や総合的な学習の時間での中で、様々な体験をすることで、自分の良さや他者の良さに気づけるよう
にする。②学校教育全体で道徳教育を充実させ、一人一人の個性を認め合える学校づくりを未目指す。③体験を通した人権週間の取組を系統的
に配置することで、他者と共によりよく生きることができるよう、相手の立場や気持ちを思いやって行動できるようにする。

担当 豊かな心部

体 健康教育
①よこはまスタディナビを使って毎朝の健康チェックタイムを行い、児童が体調や気持ちを振り返る習慣をつける。
②各委員会と連携し、児童が健康教育に関心を深め、食、保健、運動の大切さを体験的に学んだり主体的に活動したりできるように
する。
③体力向上と健康な心の育成のために、集団遊びや自己の成長を見直す日常生活の振り返り活動を推進する。担当 健やかな体部

公
開

自分づくり教育
①よこはまスタディナビの学習の振り返りや自分づくり・パスポートを活用し、自らの学習状況やキャリア形成を見通したり、振り返った
りして、子ども自身の変容や成長を自己評価できるようにする。②協働的な活動を通して、学級や学年など個々の役割意識を明確に
し、自己決定・判断していく力を育て、自己肯定感を高める。

担当 教務部

人材育成・
組織運営(働き方)

①ミライムやICT端末を利用した情報共有や、ペーパーレスを推進し効率的な会議、無理無駄を省き、授業準備・児童対応に当たる時
間を確保する。②校務DXを推進し、持続可能な学校運営を目指す。③メンターチームのメンバーを明確にしつつ、誰もが自由に参加
し学べるメンター研を目指す。④ミドルリーダーが研修の計画や運営、学校運営していく場を意図的に設定する。

担当 教務部・メンターチーム

学校運営協議会
①児童会、横浜子ども会議、地区懇談会などであがった児童の意見を、学校運営協議会の議題に取りあげ、具
体的な取り組みを実現していく。

担当 教務部

安全管理
①災害時の対応力向上に向けて様々な想定の避難訓練を実施し、児童が落ち着いて行動できるようシミュレーションを重ねる。
②児童の登下校時の安全確保を重視し、地域や保護者と連携した見守り活動を行う。
③校内での事故防止に向けて、教職員の安全管理研修を強化する。また、児童指導を充実させルールを守る意識を育む。

担当 健やかな体部

児童生徒指導
①たてわり活動を充実させ、児童同士の信頼関係を築きリーダーシップや協調性を自然に学べる機会をつくる。
②学校のルール作りに児童の意見も参考にしながら解決策を講じるようにすることで、児童が主体的に学校生活
を考える力を育む。

担当 健やかな体部

特別支援教育
①児童に寄り添った支援方法をたて、個別の支援計画・指導計画が有効活用できるようにする。②スタナビやYーPアセスメントなどを
活用し、多様な学びが必要な児童に対しニーズを的確に把握し、誰もが安心して学べる場を提案できるようにする。③発達特性やそ
の効果的な関わりについて校内研修を行い、一般級における特別支援教育の推進に努める。

担当 特別支援教育委員会


